
平成 29 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講 

年次 

３７３０４ 
介護概論 

Care for the Elder ＆ Handicapped 
中村 教子 専門 ２ 選択 1・2 年 前期 

科目の概要 

・介護職が利用者の尊厳ある暮らしを支える専門職であることを学ぶ 

・介護・福祉サービスを提供するにあたっての基本的な視点等を学ぶ 

・介護職に求められる専門性、職業倫理、職務におけるリスクとその対応について学ぶ 

・介護を必要としている人の個別性、その人の生活を支える支援について学ぶ 

学習・教育内容 達成目標 

① 利用者の尊厳ある暮らしを支える介護者の役割について学び

介護者の役割について考察する。 

② 介護職の専門性、職業倫理について学び専門性、職業倫理

が理解する。 

③ 介護におけるリスク・対策について学び対応について説明でき

る。 

④ 自立支援・介護予防について学び自立支援、予防を理解でき

る 

① 介護職の役割について考察することができる。 

 

② 介護職の専門性・職業倫理を説明することが

できる 

③ 介護におけるリスク・対応策を行うことができ

る。 

④ 自立支援・介護予防を実施することができる。 

学生に発揮させる社会人基礎

力の能力要素 

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動例 

前に踏 

み出す 

力 

主体性 

 

課題をするのに必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることがで 

きる。 

働きかけ力  

実行力 一度やり始めたことは最後までやりとげることができる。 

考え抜

く力 

 

 

課題発見力 事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。 

計画力  

創造力  物事を考える時に、多様性をもち、いろいろな方向から考えることができる。 

チーム

で 働 く

力 

 

 

発信力 整理した内容を的確な文書で表すことができる。 

傾聴力 

 

グループワークで、グループのメンバーの意見を聴き、更に自分の意見を述べること

ができる。 

柔軟性  

情況把握力  

規律性 

 

講義に支障をきたす行動をせず講義、グループワークが円滑に進むようにルールを

守ることができる。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力  

テキスト及び参考文献 

テキスト：一般財団法人 長寿社会開発センター 第１巻人間と社会 介護 1 介護職員初任者研修テキスト編集部 

参考文献：なし 

他科目との関連、資格との関連 

他科目との関連：介護初任者研修科目 

資格との関連：介護初任者研修資格 

学習上の助言 受講生とのルール 

配布プリントや資料は自分のノートとともに整理しておくこ

と。 

 

 講義で配布する資料の予備は保管しません。出席者から

コピーさせてもらって下さい。 

  



【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

達成 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する点、評価についてのコメント 

筆記試験  

   

  

  

  

  

小テスト ４０ 

①  ✓ 毎回教科書の該当のにある達成度を定する 

① 授業内容を理解できているか確認する 

出題範囲は前回の授業で指示する。 

②  ✓ 

③  ✓ 

④  ✓ 

  

レポート ４０ 

①  ✓  

課題出題する。 

テーマは講義中にに指示をする。 

基礎内容を理解し、自身の見解を論理的な文章で論じているか評価する 

① 課題を適切に捉えているか。 

② 基本概念、語句の理解をしているか。 

③ 重要なポイントを押さえているか。 

 

④  ✓ 

⑤  ✓ 

④ ✓ 

  

成果発表 

（口頭・実技） 
１０ 

①  ✓ 第 11 回～１４回の理解度を確認する為成果発表を行う 

発表レジュメ２点 プレゼンテ―ションの成果３点 

① 課題を理解している 

② ポイントを押さえている 

③ 説明の明瞭さを説明できる 

②  ✓ 

③  ✓ 

④  ✓ 

  

作品  

   

  

  

  

  

社会人基礎力 

（学修態度） 
１０ 

①  ✓ (主体性)自発的に取り組むことができる。 

(実行力)取り組み続ける事ができる。 

(課題発見力)現状を正しく認識する為の情報収集ができる。 

(創造性)色々な方向から考え解決策を作り出す事ができる。 

(発信力)話そうとする事を自分なりに理解して伝える。 

（傾聴力）グループワーク等で「あいづち」「うなづき」等話を聞く姿勢ができてい

る。 

（規律性）受講態度（遅刻、欠席、学修意欲欠如）が見られる場合は３点を減点す

る。 

②  ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

  

その他  

   

  

  

  

  

総合評価 

割合 
100 

   

 

【達成目標の目安】 

達成レベル A（優）の目安 達成レベル B（良）の目安 

（優）介護における人間の尊厳と自立、尊厳の保持・自立支

援が説明できる。 

（優）介護職に求められる専門性と職業倫理が説明できる 

介護における人間の尊厳と自立、尊厳の保持・自立

支援が理解できている。 

介護職に求められる専門性と職業倫理が理解できて

いる。 

 



回

数 
学習・教育内容 

授業の 

実施方法 
達成レベル C(可)の目安 予習・復習 

時間

（分） 

能力

名 

１回 

/ 
オリエンテーション 講義等 オリエンテーション 

（予習）介護に関する新聞

記事を探し問題点を見つ

ける 
180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

２回 

/ 
人権の尊厳の保持 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

個人の尊厳、アドボカシー、エン

パワメント、尊厳ある暮らしについ

て考える。 

（復習）教科書「人権の尊

厳と保持」の章に記載され

ている達成度チェック復

習。 

（予習）次週の QOL の章

を読んでくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

３回 

/ 
QOL とは 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

QOL、生活の質について理解を

深める 

（復習）教科書「QOL」の

章に記載されている達成

度チェック復習。 

（予習）次週のノーマライ

ゼーションの章を読んでく

る事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

４回 

/ 

ノーマライゼーションと

は 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

ノーマライゼーションについて理

解を深める 

（復習）教科書「ノーマライ

ゼーション」の章に記載さ

れている達成度チェック復

習。 

（予習）次週の虐待防止、

身体拘束禁止の章を読ん

でくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

５回 

/ 

虐待防止、身体拘束禁

止 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

身体拘束禁止、高齢者虐待防止

法、高齢者の―養護支援につい

て学ぶ 

（復習）教科書「虐待防

止、身体拘束禁止」の章

に記載されている達成度

チェック復習。 

（予習）次週の個人の権利

を守る制度の章を読んで

くる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

６回 

/ 
個人の権利を守る制度 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

 

個人情報保護法、成年後見制

度、日常生活自立支援事業につ

いて学ぶ 

（復習）教科書「個人の権

利を守る制度」の章に記

載されている達成度チェッ

ク復習。 

（予習）次週の QOL の章

を読んでくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

７回 

/ 

自立に向けた介護、 

自立支援、介護予防 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

 

自立に向けた介護、自立支援、

介護予防について理解を深める 

（復習）教科書「自立に向

けた介護、 

自立支援、介護予防持」

の章に記載されている達

成度チェック復習。 

（予習）次週の介護職の役

割の章を読んでくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

８回 

/ 

介護職の役割、専門性 

と他職種との連携（１） 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

 

介護環境の特徴、専門性につい

て理解を深める 

（復習）教科書「介護職の

役割」の章に記載されて

いる達成度チェック復習。 

（予習）次週の専門性と他

職種との連携の章を読ん

でくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

能力名：①主体性 ②働きかけ力 ③実行力 ④課題発見力 ⑤計画力 ⑥創造力 ⑦発信力 ⑧傾聴力 

 ⑨柔軟性 ⑩情況把握力 ⑪規律性 ⑫ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 

 

 

 



回

数 
学習・教育内容 

授業の 

実施方法 
達成レベル C(可)の目安 予習・復習 

時間

（分） 

能力

名 

９回 

/ 

介護職の役割、専門性 

と他職種との連携（２） 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

 

介護に関わる職種、チームケアに

おける役割分担について理解を

深める 

（復習）教科書「他職種

との連携」の章に記載さ

れている達成度チェッ

ク復習。 

（予習）次週の介護職

の職業倫理の章を読ん

でくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１０

回 

/ 

介護職の職業倫理 

講義 

事例等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

介護の倫理、介護職としての社会

責任、プライバシーの保護・尊重

について理解を深める 

（復習）教科書「介護職

の職業倫理」の章に記

載されている達成度チ

ェック復習。 

（予習）次週の介護おけ

る安全確保の章を読ん

でくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１１

回 

/ 

介護における安全確保 

講義 

発表等 

達成度ﾁｪﾂｸ 

事故に結び付要因、対応技術、リ

スクハザード等について学ぶ 

（復習）教科書「おける

安全確保」の章に記載

されている達成度チェ

ック復習。 

（予習）次週の事故予

防、安全対策の章を読

んでくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１２

回 

/ 

事故予防、安全対策 

講義 

発表等 

わかりやすく相手

に理解してもらうこ

とを意識した発表 

達成度ﾁｪﾂｸ 

リスクマネジメント等について学ぶ 

（復習）教科書「事故予

防、安全対策」の章に

記載されている達成度

チェック復習。 

（予習）次週の感染対

策 L の章を読んでくる

事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１３

回 

/ 

感染対策 

講義 

発表等 

わかりやすく相手

に理解してもらうこ

とを意識した発表 

達成度ﾁｪﾂｸ 

感染の原因、経路について学ぶ 

（復習）教科書「感染対

策の章を読んでくる

事。」の章に記載されて

いる達成度チェック復

習。 

（予習）次週の介護職

の心身の健康管理の章

を読んでくる事。 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１４

回 

/ 

介護職の心身の健康 

管理 

講義 

発表等 

わかりやすく相手

に理解してもらうこ

とを意識した発表 

達成度ﾁｪﾂｸ 

介護職の心身の健康管理、ストレ

スマネジメントについて考える 

（復習）教科書前回まで

の達成度チェック復習。 
180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

１５

回 

/ 

介護概論を通しての学 

びの確認 

講義 

レポート 

14 回までの講義を振り返り、考え

をレポートにまとめる。 

（復習）達成度チェック

のためのレポート作成

に向けた復習 

180 

主体性

実行力

課題発

見力創

造力発

信力傾

聴力 

規律性 

能力名：①主体性 ②働きかけ力 ③実行力 ④課題発見力 ⑤計画力 ⑥創造力 ⑦発信力 ⑧傾聴力 

 ⑨柔軟性 ⑩情況把握力 ⑪規律性 ⑫ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 

 

 


